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雑草の生育地をとりまく環境の中で汁.理,′卜.態的に大きな影鞘を及ぼすものは気温と｣･
壌水分である. たとえは,t壌水分の多少と党牛する経世範 および発生虫とそれらの季









荒井 (1955)らによれば,新車の土壌水軸適応性を水生 (水)から化生 (.TYL)まで7段
階にし,それぞれに所属する唖秋を記威した詐Lい郎告がある,












はイギリスの HelmutLieth(1953)の純情以外 には 見られないようである. そこでこ











10m,幅 4mで高さは 0.83-1.67mの勾配があり, その中i^lを敵にプラスチック板で
区分し,その一方にはtu土と山土,他方には田土と川砂をそれぞれ6対4の割合で混合し
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ざるよう, よく撹拝しL壌表層5m2に加えた. この区は幅 50cmで,満水 10cmの地
点から乾燥している側の端恒地点まで 設けられたか,そのLT描 10cmザつを除き,30×
30cm20)永久ワク (申 110×10cm2に細分)を並べて 10×10cm三･/'Jjに塵樹数と個体数
亡 .jも a a = Ⅰと b
I ,i 的 l耳 l勘 [放 fF EZ.紘 化 区l L勘 … ,-r. E
CL ～:JlOご 吾 .1 I7リクメ 捕水JtI タ -'⊃ ●'ホ 'U′､ ～力 t.I .pソ L.辛 -I
キ ソ･.ダ -7 -.ナ tL.寺 サ .,ナ -,7 - ダ -
-'J ■●す ､いギ '-lブギ .一 liii'地紘旭 一一才
",I -プ .V ギ ゲ ギ
Mク .7 :二 .,冒 呂 ニ: い.ィ.ク ..
,.ト I
I) ... ,L久I;く ､} ウ p■
l l l l l llll砂 川 土 叫 2 ｢ 仙 10一言.o id20■20'25L25-お ■25■10巾 Zo l j=附
:I-l,8lくl 土 壌 水 分 :LrH.rLl:l勺 の 雑 串 机 付
の凋杏を行な･,た,以後,この区を放任区とよぶ (第 8-a圃).調査は 1973年8月20-
22日,9月12-13日,1974年4月27日～5月2日, 6月4-8日, 7月3-4r],8
月9-12日,9月9-12日の什計7L･l行なった.
実 験 II:判爪区 (A)と混和区 (ち)
捕物の発芽,/i:背に形幣するqlL境として,撫機的環境 (例えば+.麓水分)の他に有機的
環境 (例えば他机との競争)があるので匠地の適応唖 としてのホソアオデイ トウ Amwan-
thusPatulus,1湿地の適応協としてタカサブロウ EcliPtaPl･oslrlata.湿地～乾地まで広馳
関の適応櫛として/､キダメギク Galmsogacilata.水/t柾として コナギ Monochmava-
gl'nal'Sを用いて次の2つのrJti験をなした.
(A) 土班水分に対する/行柾の/-Ii坪n'･州立適城をEaいだナため,1973年7月24-25日に,
各種をそれぞれ,酢水地～乾地増で 3cmEIrtdで, 縦 10cm.横 1cm聞隔で播魔した (節
8-b図).各位間の距離は 23cmてあった.以後,このLl.fi,串柿区とよぶ.調査は,1973
年 8月4-5日,14-15R,23日,9月10-12n,10月18日の合計5回で.根元血行
DとLIF丈HO).測定を行ない, 各調付利切の･1I糾勿の大きさを D2XHでホLた. また,最終
調査時には全株を抜きとっ一二r;(Z,屯も測定 した.
(B) 上記4種において,税間で 相TLI作用をうけた場合,(A)と比較 して/]=_育状況は
どのように変化するか,すなわちFIL'･旭区ての′L輝的最適城に対 して温位区での/1態的最適
域を鋼兼するため,各種の発芽 したはか りの幼机物がそれぞれ 1cm間隔になるように ジ

































ヒメタイ-^ビェ (Ths)も多かった.土壌水分と本数 (第 10図)および郁組数 (第 9図)の
関縮 ま前年同様であって1つの頂点をもつ曲線であったが,5月から6ノ1にかけて本数が
LLl田土側で約2倍,砂EL]上側で約5倍に増加し,また Thsの割合が40から52%へ増加し,
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雛10トズー 発 生 本 数 と 土 岐 水 分 の IRJ係
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いて,のべ本数を三段階に分-りてグラフで示し (第 16[司), '-土塊水湿適応性による分耕
盟"(荒井 ･宮)京･拭森1951,1955)と比較した.28髄のうち18柾が同氏らの報告にあ
り,そのうち 11tLr:ほこれらの区分に一致し,7手動ま少し通 うと考えられた.それは,本



























































































































(3) 乳 混植区における草丈および草丈と茎径の生長量 (D2Hmm3)




























んどが枯れ,タカサブpウは 湿地 (卜堺水分24%以上)でJt青砥が大きかった. - キ 〆
メギクは全域で小さな生育を示した.
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また放任区で自然発生したホノアオゲイ トクののべ本数からみ た生態的般過域 (第 16












ことのできる浪鑑を用いて,湛水 7.7cm から.表土 (5cm)の上康水分 32-7%までの
環境を設定し, 1973年 7月から1974年 9月まで,発生した雑草群落の種臥 ′ヒ活塾糸目,RJ
と機構別の個体数 ･草丈 ･ Lrii.tについて調査薬験 した結果,次のことが明らかにされた.
(1) 季節的消長から見た発生髄煤数は,各月とも土壌水分 24-33%の概掛 こおいて
娘適土堆水分域があることを反映したrg]'さや帖の異なる1頂点の山型曲線で/Jこされた.
(2) 生活型組成では,Thsと Thw の底換が6月を境にしておこった.
(3) 発生本数は5- 7月にかけて急増し,2年日の6月までは最適水分を反映した1
節点の山型曲線で示されたが,7-9月は3胤点の山型曲線となり,水牛.(ホソバヒメミ
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